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●制作 

花鳥の賑わい 

―野鳥と自然に出会う場― 

渡邉 優   園芸学部 緑地環境学科 環境造園学プログラム（主指導教員：章 俊華） 

WATANABE Yu 

１． 対象地と目的 

千葉県の我孫子市と柏市に接する手賀沼は、その豊富な自

然環境や野鳥の多様性により知られている。特に手賀沼沼辺

には、鳥の博物館や山階鳥類研究所があり、年に一度ジャパ

ンバードフェスティバルが開催されている。こうした恵まれ

た環境にも関わらず、野鳥の観察は主に愛好家によって行わ

れ、野鳥に対する市民の興味は限られている。今回提案する

デザインの目的は、手賀沼を訪れた人々が野鳥や自然に触れ、

手賀沼の環境を理解して学び、関心を持つきっかけとなるよ

うにすることである。具体的には、野鳥に対する観察者の関

心度や野鳥の警戒による人との距離を考慮し、複数の観察ス

ポットを設けることを考える。 

２． 方法 

ヒドリ橋周辺、手賀沼公園、若松地区植生帯、高野山新田

地区植生帯を観察対象地として選定する。理由は二つあり、

これらのエリアが葦の面積が大きい等の自然環境が豊かであ

ること。また、水鳥の群れが見られ人の影響を受けにくい環

境であることから選んだ。 

３． 調査 

最初に手賀沼の地形および水質の変遷について調査した。

また、手賀沼での野鳥の記録を調査し、それを元に季節と環

境に分けて表にした。(表 1)手賀沼は場所によって、東部分

には田んぼや樹林が多く広がり、北西部分では住宅地が多く

道路が沼に近いなどの環境の違いがあり、それによって生息

する野鳥が異なることがわかる。(図 1)現地での調査は、手

賀沼の沼辺周辺に加えて船上からの観察も行い、陸地からは

見えない野鳥の生息する場所も確認できた。沼辺からは、遊

歩道脇の樹林や葦の隙間から野鳥が見られ、船上からは、葦

際や杭に留まる姿や、沼の上を横切って飛んでいく姿も見ら

れた。 

表 1 手賀沼での生息環境と季節ごとに見られる野鳥 

 

図１ 手賀沼の主な生息環境 

水質について、手賀沼は 1969年から 2000年まで全国ワー

スト 1位となっていた。汚濁が進んだ理由としては、干拓に

より以前の半分の面積になったことや流域人口増加による排

水の流入などである。2000 年に北千葉導水事業による注水

によって水質の改善が見え、27年間のワースト1位から脱却

した。 

４． 考察 

手賀沼周辺は都市のベッドタウンとして住宅が増えた場所

であるが、樹林地も多くあり水田が広がり自然豊かな環境で

ある。そのため、野鳥にとっても大変住みやすい場所であり、

手賀沼では野鳥の種類や数を多く確認できる。特に水辺の環

境は大型の鳥や群れで集まる水鳥を観察することができる。

自然の中で野鳥が憩いその暮らしぶりを観察できる環境を整

えることで、さらに人々が野鳥や手賀沼の環境への興味を持

つことが考えられる。 

５．提案 

 野鳥に対する観察者の関心度や、野鳥の生息環境の調査を

考慮し、4 種の観察スポットを提案する。野鳥に関心を持つ

度合いによって段階ごとに体験を変え、より深く野鳥に興味

を持って観察できるようにした。訪れた人々が野鳥や自然に、

関心を持つきっかけとなることを期待する。 
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・高野山新田地区植生帯『緑の窓』
　野鳥の観察者の関心度で段階的に分けていく。主に興味の少ない人と、少し興味はあるが足を運ぶほどではない人、愛好家で段階を設ける。目的としては、この野鳥が集まる場所に興味を持ってもらう
ことのため、この遊歩道を歩く人たちを呼び込むことを目指す。人が賑わう水の館がある西側から人が来ることを想定し、そちらから歩いて来た時に道を跨ぐような建物に目が向く。あまり興味のない人
はその建物の野鳥カフェに訪れたりして、通り過ぎながらもこの場所を知る。訪れて興味を持つ人は、北側では、説明とともに田畑に集まる野鳥を見たのち、このカフェスペースを抜け、植生帯を一周す
るような遊歩道で水鳥を見て、最後に街路樹に留まる野鳥のさえずりを聞く体験となる。さらに興味の強い愛好家は、この狭い園路を通ってより人の目から閉ざされた野鳥の世界を体験する。

対象地で主に見られる野鳥

アオサギ カワラヒワダイサギ モズ

ハクセキレイオオバンカルガモコブハクチョウ

シジュウカラオオタカ ユリカモメ トビ

ツバメキジチュウサギカワセミ

『葦の回廊』

『鳥の家』

『緑の窓』
『沼の路』

・手賀沼公園『鳥の家』
　図書館や公民館等市民が集まる場所である手賀沼公園に「鳥の家」。箱型の観察部分では近くの水域を観察し、上部の展望台
からは、遠くの水域に集まる水鳥や水面を横切る野鳥を見る。公園を訪れた人がや等や手賀沼を気軽に見ることができる場所
とする。

・若松地区植生帯『沼の路』
　住宅地の近くにある若松地区植生帯周辺に「沼の路」。箱型の園路から、沼側に
集まり飛んでいる野鳥を観察し、反対方向から岸側の葦や杭に集まる野鳥を観察する。

・ヒドリ橋周辺『葦の回廊』
　自転車やランナーが通る堤防から沼に向かって下った葦原の中に、観察所までデッキをのばす。この観察所は一人専用であり、
対岸の葦原の際に集まる野鳥を観察することを目的とする。この場所の体験としては、まず葦の中の野鳥の鳴き声を聞きながら、
葦の中の園路を進む。次に、葦の上空を飛ぶ鳥が頭の上を横切り、最後に、観察所から対岸にいる野鳥を観察する。

 


